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居ない。依って術前照射至適量2000--3000rを10 心電図，血球成分に特記する様な変動はなく，著
日乃至2週間で照射し終了後 1週間以内応手術を施 明な白血球減少を示した例もない。溶血，血中電解
行する事を標準としている。 質の変動も問題にならない位少ない。 
3) X・線像上全周への浸潤の少い者では比較的少 pH は Acidosisになる傾向は全くないばかりで
い2000----2500 r fJ癌巣の変性乃至崩壊が見られる なく，動準は少ない。腎機能障碍は全例になし術
が狭窄度の強い例では放射線の効果を期待するには 直後より濃縮された尿の排世をみ，漸次増加する。 
2500乃至3000 r照射を要する。 更に肺合併症は 1例もなかった。 
4) 照射終了時，陰影欠損面積減少率が 30%乃 局所体外循環は 3例で，全例共従来の流量の 2--
至 50% iζ達していれば， 癌巣の変性乃至崩壊の状 3倍で濯流したが術中，術後局所の浮腫はなく，循
態にあると考えて良い。但し終了後3週間以上経た 環中の静脈還流は良好で，最長90分施行した。
者では x-線像の変化著明でも，再燃している事が 従来の完全体外循環施行時，諸家Kより報告され
多く，叉陰影欠損 8cm以上の者では癌先端部に対 た静脈還流の不良， 代謝性 Acidosis.術後の腎機
する放射線の効果の少い可能性があり，照射法の検 能不全は全くみられなかった。
討を要する。 その原因追求の為，拍動流，無拍動流の比較，完
5) 昭和 34年以前の全外来患者に対する切除率 全体外循環の動物実験をなした。血管反射，末梢抵
35%に対し 35年以降の 40%と上昇が見られる。叉 抗，各臓器の還流分画，酸素消費量，炭酸ガス発生
局所適応として陰影欠損 8cm台の者の 28.5%から 等より，後者では生体を恰もショック類似の状態に 
35.8%，9cm以上の 14%から 33.3%と，従来適応 おく様な濯流であり，前者ではそれらがみられず，
限界或は非適応とされた者に対する切除率の上昇は 生体を極めて生理的に近い状態K保持して濯流出来
術前照射による適応の拡大を示して特徴的である。 る事が解った。 
6) 遠隔成績:従来 9cm以上の者の 1年生存者 同時K生体の心拍出tr Synchronizeする問題で 
OK対して術前照射群では既に 5人の生存者を有し 臨床並びに動物実験より，完全体外循環ならば，同 
2年生存率は非照射群の 22%に対し 28.5%と上昇， 調の必要がないことが明らかにされた。
叉照射群の中でも放射線の効果の認められた者で 死亡率，特に VSDのそれは 0%で諸家の報告に
は，無効例の 2年号存O%t乙対して 33.3%と有意の 比し優位になり，拍動流体外循環の優秀性を示し得
差が見られる。 rこ。 
41.拍動流体外循環の臨尿応用について 42.吉尾病院の現況並びに 2， 3の高令者手術例
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教室では hiqh amplitude pulsatileflowを出す 山田明義
人工心を創作，拍動流による体外循環の検索研究を 吉尾病院の特殊性並びに現況と併せて 2.3の比較
重ね，現在までに 10例の臨床経験をもっ。 的高令者の手術症例について報告した。
完全体外循環による関心術は 7例で，年令は 7才 特殊性及び現況
より 32才まで，疾患別では VSD4例， VSD+Ai， 1. 医師は 2名，外科医のみにて診療科目は全科 
Ps，Ms各 1例で先天性疾患が6例である。流量は に渉り，大学各科と緊密に連絡を取りつつ，その不 
65----110 ccjkgjmin.で大半は大流量濯流で，循環 備を補っている。
時間は最短 14分最長32分であった。 2. 地域社会の保健衛生の中心として保健所的な
循環方式は拍動式人工心， Dewall型人工肺，静 性格をも有している。
脈還流は落差吸引法で，股動脈より送血した。 3. ガン相談指定病院として 116件扱い， 8例に
循環中の血圧は 80mmHg前後に安定してあり，循 ガンを発見している。
環終了と共に何ら昇圧剤を使用せず循環前血圧に戻 4. 所在地は純農村で，人口構成に於いて高令者
った。循環中の静脈還流は良好で，平衡がよくとれ の占める率が高く，外来及び入院の年令別，疾患別 
Tこ。脳波では循環終了と一致して麻酔波になり，術 統計にもこれが反影し，手術統計にも 60才以上の
後脳障碍は全例にない。 ものが 25例 29%でを占めている。
